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イタリアの哲学者ヴァッティモは，西洋形而上学は絶対的

価値，真理，普遍といった「強い思考」であり，暴力性が

そなわっているとし，それとの決別を宣言した．ドゥルー

ズやフーコーといったポスト構造主義はあまりに形而上学

のノスタルジーにとらわれている，と一定の距離を置く．

本書には，ヴァッティモとロヴァッティの呼びかけに応え

て，エーコやカルキアなど著名な美学者・思想家 11名が名

を連ねた．イタリアで出版されると同時に，世界の思想界

に影響を与えた哲学アンソロジー，ついに刊行． 

G. ヴァッティモ 

（Gianni Vattimo, 1936-) 

イタリアの哲学者・政治家．主な著作は Il 
soggetto e la maschera (1974), Le avventure 
della differenza (1980), La fine della 
modernità (1985), La società trasparente 
(1989), Vocazione e responsabilità del filosofo, 
a cura di F. D’Agostini (2000)：『哲学者の使命と

責任』（小局刊），Hermaneutic Communism, con 
Santiago Zabala (2011)など 
 

P. A. ロヴァッティ 

(Pier Aldo Rovatti, 1942-) 

イタリアの批評家．『アウト・アウト』誌編集長．

主な著作は Critica e scientificità in Marx 
(1973), Elogio del pudore, con Alessandro Dal 
Lago (1991), Guardare ascoltando (2003)など 
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